


はじめに

みなさんは、仕事や人付き合いの場で「結局何が言いたいの？」

と言われたり、プレゼンでいい評価が得られなかったり、説明不足

が原因でトラブルや言い争いに巻き込まれたり、という経験はあり

ませんか？ 

そういう場合は、たいてい、論理的思考力が身についていないこ

とが原因です。「論理的思考力」！ いかにも面倒くさそうな言葉で

すが、別に難しいものではありません。

思ったまま、感じたままに話すのではなく、自分が今どんな問題

について、何を言っているのか、それに対して、聞き手がどのよう

な反応をするか、意識しながら話したり書いたりする。これだけの

ことなのです。

■■「文は人なり」か？
でも、そんなことでも、実行するとけっこう難しい。なぜなら、

私たちは、話し方や書き方を習ってないことが多いからです。小学

校以来「文章は気持ちのままに書けばいい」と教わった人が多いは

ず。だから「意識しつつ書け／話せ」なんて言われても、どうして

いいか分からない。

よく「文は人なり」と言います。文章は、その人の個性や人格が

そのまま表れる、という意味ですね。だから、文章がうまくなるに

は個性や人格をみがけばいい……となるはずですが「個性や人格を

みがく」と言われても、どうすればいいのか？ 途方に暮れるだけ

でしょう。
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■■「文は技術」である
もう「文は人なり」なんて考えるのは止めましょう。「文は技術

なり」なのです。小説家や詩人など一部の人々を除いて、自分の個

性 ･ 人格・心情がそのまま表れる文章を発表する機会など、ほとん

どありません。

むしろ、生活で書いたり話したりしなければならないのは、他人

に報告すること、説明すること、提案すること、説得することなど

です。こういう場合は、個性の表現などどうでもいい。

ここで重要になるのは、正確さや明快さ、あるいは説得力。だか

ら、話だって、早く正確に分かりやすく、かつ面白ければいい。こ

とさらに「個性」を目指さなくていいし、難解な大作よりは短くて

読みやすい話がいいのです。

■■ 個性なんていらない
そもそも、個性とか人格と言っても、それを認めてくれるのは他

人です。「自分の気持ちをそのまま表現しましょう」という例の教

えだって「そのまま」が表れているかいないか、を決めるのは「教

師」という他人でした。

「これは、君らしくないよ／君らしいよ」とコメントするのは「自

分らしさ」を方向づけてきたのは、あなた自身ではありません。む

しろ「君らしい表現をしなさい」と教えてきた人なのです。つま

り、「自分の気持ちをそのまま表現する」とは、実際は「他人の期

待」に応えてきただけなのです。
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■■ 他人の期待に応える技術
その意味で言えば、実は、私たちは、ずっと他人の期待に応えて

文章を書いてきたし、話してきたのです。他人と関係しない「自分

らしい表現」など存在しないのです。

だとしたら、もっと徹底的に「他人の期待に応えて」文章を書い

たり、話をしたりしたらどうでしょうか？ もちろん、それは相手

の言いなりになるのではありません。むしろ、相手の期待に応えつ

つも、自分の言いたい内容を通せばいいのです。

気持ちよく「なるほど」と納得してくれるには、相手の考えてい

ることに逆らわないように、自分の考えを言う必要があります。た

とえ、内容が相手と違っても、二人で共有していることからはじめ

て、徐々に少しずつ自分の考えに導いていけばいいのです。

そうすれば、相手も「今までこんな風に考えたことはなかったけ

ど、ちゃんと考えれば、私も、きっとこんな風に考えるはずだ！」

と思う。それって、相手の期待に応えつつ、自分の考えを述べてい

ることではないでしょうか？

■■ 納得は一番いいやり方
考えてみれば、相手に「なるほど、それがいいですね」と納得し

てもらえることは、自分の考えを通す一番楽なやり方です。なぜな

ら「いいやり方だ」と相手が自発的に思えば、いちいち細かいとこ

ろまで命令や指示をしなくても、自分のプロジェクトに積極的に協

力してもらえるからです。

それどころか、あなたの考えと相手の考えは究極的に一致するの

で「ああした方がいいんじゃない？」「こうした方がいいんじゃな
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い？」とあなたの考え不足を補ってくれるアイディアまで出してく

れるかもしれません。なんて便利なのでしょう⁉

■■ 物の見方は違うが、論理は共通である
もちろん、人にはそれぞれ違いがあります。それが、意見や考え

や感じ方の違いを生む。家庭環境や文化や性格などが、それらの違

いや癖を作ります。たとえば「そして……そして……」と付け足し

すぎて、踏ん切りがつかない人。「結局それってこういうことでし

ょ？」と、議論をすっとばして自分の主観を押し付けてしまう人。

こんな癖は無意識に働くので、ふだんは気づきません。でも、ち

ょっとしたことから表に出てきて、互いに衝突して、対立や摩擦を

生む。そういうものの見方がぶつかって、折り合いがつかない。そ

れがみんなのイライラやサボタージュや非効率のもととなるので

す。

でも、論理は、そういう違いを乗り越えます。世界共通、人類共

通で、自分がどこで生まれても、どんな社会で育っても、変わりま

せん。だから、癖の強い人でも、論理をきちんと提示すれば、納得

してもらいやすい。年上や年下、男女の差、上司や部下、取引先な

ど、立場や民族や地位や年齢の違いを乗り越えて、ものごとを伝え

られる手がかりなのです。

■■ 自分に気づき、相手を理解する
ただ、そのためには、パターンを知らなければなりません。人間

には、納得しやすい型があります。「押し出し」とか「寄り切り」

とか、相撲の決まり手みたい必勝のパターンがある。それを利用し

ながら、話したり書いたりするのです。
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そのためにはしっかり訓練しましょう！ まず、自分の考え方、

話し方の無意識の癖に気づく。それから、本来の論理からどれだけ

ずれているか、見直す。なにを話したいのか？ どんな順番で話す

のか？ 整理する。

そうすれば、逆に相手の話も、冷静 ･ 客観的に聞けるようになり

ます。なにが言いたいことなのか？ なにが感情まかせや思い込み

なのか？ 本当は何を言いたいのか？ 

そのうえで、足りないところを補足したり修正したりして、違い

を感じ分ける。こんな経験を重ねることで、意味のあるコミュニケ

ーションができるようにもなるし、ビジネスがうまくいくきっかけ

にもなるのです。

■■ この本の構成
この本では、そんな「足下からの論理の本」を目指しました。よ

くある言い回しを手がかりに、その問題点を探り、そこで本来働く

べき論理とは何かを整理し、論理の仕組みを明らかにして、それを

元に、最初の発言や文章を修正して、よりよい発言や文章にしてい

く。

一見、地味な作業のようですが、それを繰り返していくうちに

「ものの見え方」「話の聞き方」「文章の書き方」が劇的に変わって

くることが感じられるはずです。そんな体験を、ぜひこの本でぜひ

味わってください。それでは、始めましょう！
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